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1.　20年１月期の連結業績（平成19年４月１日～平成20年１月31日）

(1) 連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

　 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

20年１月期 45,563 ─ △1,400 ─ △1,329 ─ △928 ─
19年３月期 72,449 15.8 1,707 188.9 1,777 191.2 1,744 879.1

　

　
１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

　 円 銭 円 銭 ％ ％ ％

20年１月期 △37.51 　 ─ 　 △6.9 △3.9 △3.1
19年３月期 71.94 　 71.36 　 13.2 4.7 2.4

(参考) 持分法投資損益 20年１月期 △1百万円 　 19年３月期 △0百万円
　
(2) 連結財政状態 　

　 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
　 百万円 百万円 ％ 円 銭

20年１月期 29,332 12,724 43.4 513.78 　

19年３月期 39,316 14,380 36.6 581.39 　

(参考) 自己資本 20年１月期 12,715百万円 　 19年３月期 14,371百万円
　
(3) 連結キャッシュ・フローの状況 　

　
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
　 百万円 百万円 百万円 百万円

20年１月期 1,010 △727 △158 4,846

19年３月期 △488 △175 △625 4,718
　
2.　配当の状況

　 １株当たり配当金 配当金総額
(年間)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)(基準日) 中間期末 期末 年間

　 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

19年３月期 5.00 　 7.00 　 12.00 　 296 16.7 2.2

20年１月期 ─ 　 8.50 　 8.50 　 210 ─ 1.6

21年１月期(予想) ─ 　 5.00 　 5.00 　 ─ 34.4 ─
　
3.　21年１月期の連結業績予想（平成20年２月１日～平成21年１月31日）

　 (％表示は、通期は対前期、中間期は対前年中間期増減率)

　 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

中間期 31,600 ─ △350 ─ △320 ─ △290 ─ △11.72 　

通　期 68,500 ─ 770 ─ 870 ─ 360 ─ 14.55 　

※　当社は、決算期を毎年３月末日から毎年１月末日へ変更し、経過期間となる当期は決算期を平成20年１月末日と

しております。これに伴い、連結業績及び個別業績の概要には、当期は１月期、前期は３月期のものをそれぞれ

記載し、対前期増減率は記載しておりません。また、20年１月期は、当社事業の特性上、１年を通じて完成する

工事の割合が大きい２月、３月が含まれておりません。
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4.　その他

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　　無

　

(2) 連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（連結財務諸表作成のための基本と

なる重要な事項の変更に記載されるもの）

①　会計基準等の改正に伴う変更　　有

②　①以外の変更　　　　　　　　　有

(注)　詳細は、17ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」及び18ページ「連結財務諸表作成

のための基本となる重要な事項の変更」をご覧ください。

　

(3) 発行済株式数（普通株式）

　 ① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 20年１月期 24,832,857株　 19年３月期 24,794,857株

　 ② 期末自己株式数 20年１月期 83,520株　 19年３月期 76,330株

(注)　１株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、22ページ「１株当たり情報」をご覧

ください。

　

(参考)　個別業績の概要

1.　20年１月期の個別業績（平成19年４月１日～平成20年１月31日）

(1) 個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

　 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

20年１月期 39,404 ─ △1,335 ─ △1,142 ─ △840 ─
19年３月期 65,865 14.9 1,364 606.9 1,567 359.3 1,597 588.2

　

　 １株当たり当期純利益
潜在株式調整後

１株当たり当期純利益
　 円 銭 円 銭

20年１月期 △33.98 　 ─ 　

19年３月期 65.86 　 65.33 　

　

(2) 個別財政状態

　 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

　 百万円 百万円 ％ 円 銭

　20年１月期 30,995 11,959 38.6 483.24 　

　19年３月期 40,670 13,531 33.3 547.42 　

(参考) 自己資本 20年１月期 11,959百万円 　 19年３月期 13,531百万円

　

2.　21年１月期の個別業績予想（平成20年２月１日～平成21年１月31日）

　 (％表示は、通期は対前期、中間期は対前年中間期増減率)

　 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

中間期 28,000 ─ △420 ─ △344 ─ △170 ─ △6.87 　

通　期 61,000 ─ 650 ─ 800 ─ 460 ─ 18.59 　

　
※　業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であ

ると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、３ページ「１．経営成

績（１）経営成績に関する分析」をご覧ください。
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１．経営成績

(1) 経営成績に関する分析

①　当期の経営成績

当連結会計年度におけるわが国経済は、原油価格の高騰に加え、サブプライムローン問題に端を発す

る世界規模での信用収縮など、先行きに不透明感が増してきたものの、堅調な企業業績を背景とする企

業設備投資が下支えとなり、概ね拡大基調にて推移しました。

　当ディスプレイ業界の事業環境につきましては、企業による販促関連投資の増加に伴い、企業ショー

ルームや企業イベントなど、一部の市場に活発な動きが見られたものの、改正建築基準法の影響により

建築着工数が弱含みで推移するなど、依然として不安要素は多く、予断を許さない状況が続きました。

　このような状況のもと当グループは、お客様からご信頼いただけるサービスの提供を目指し、子会社

の再編などを通じデザイン・制作機能の強化に努めてまいりました。

　また、これまで培ってきた商業施設に関するノウハウを活かし、商業施設に特化した不動産アセット

マネジメント事業に本格参入する目的から、当社全額出資にて株式会社丹青アセットマネジメントを設

立するなど、新たな事業分野にも積極的に進出してまいりました。

　しかしながら、競合他社との受注競争が一段と激しさを増したことにより、コスト改善に向けた取組

みが追いつかず、収益面で伸び悩む結果となりました。

　この結果、当連結会計年度の売上高は455億63百万円となり、営業損失は14億円、経常損失は13億29

百万円、当期純損失は９億28百万円となりました。

　なお、当連結会計年度は、決算期の変更により平成19年４月１日から平成20年１月31日までの10ヵ月

決算となり、事業の特性上、１年を通じて完成する工事の割合が大きい２月、３月を含んでおりませ

ん。

　セグメント別の概況は、次のとおりです。　

商業施設分野

商業施設分野では、「東急ハンズ銀座店」や「ＧＵＣＣＩ金沢」などの新装工事を手がけ、専門店市

場の売上は概ね前年同期並みに推移しました。しかしながら、受注競争の激化に加え、改正建築基準法

に伴う建築着工数の減少などの影響を受け、大型店市場や食料品・飲食店市場の売上は前年同期に比べ

低調に推移しました。この結果、商業施設分野の売上高は264億78百万円、営業利益は12億７百万円と

なりました。

恒久展示施設分野

恒久展示施設分野では、「国立科学博物館 日本館」の展示工事などを手がけ、博物館市場の売上は

前年同期に比べ堅調に推移しました。一方、ショールーム市場では、「ＩＮＡＸ 堺ショールーム」な

どの企業ショールームを多数担当したものの、受注競争の激化により、利益は前年同期に比べ低調に推

移しました。この結果、恒久展示施設分野の売上高は28億88百万円、営業損失は２億25百万円となりま

した。

短期展示施設分野

短期展示施設分野では、「第40回東京モーターショー2007」において、トヨタブースやホンダブース

などの大型展示を多数担当したことにより、展示会市場の売上は前年同期に比べ堅調に推移しました。

また、「富士通フォーラム2007」などの企業イベントを手がけ、イベント市場の売上も前年同期に比べ

堅調に推移しました。この結果、短期展示施設分野の売上高は52億83百万円、営業利益は１億54百万円

となりました。
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その他の分野

その他の分野では、「成田空港ナリタ五番街直営店」などの空港施設や、「ＪＲ新神戸駅」の構内施

設リニューアルを手がけ、一般公共施設市場の売上は前年同期に比べ堅調に推移したものの、アミュー

ズメント施設市場の一部で店舗投資に弱さが見られ、売上は前年同期に比べ低調に推移しました。この

結果、その他の分野の売上高は109億12百万円、営業利益は９億57百万円となりました。

②　次期の見通し

今後の見通しにつきましては、引き続き企業業績は堅調に推移することが期待されるものの、原油な

どの資源価格の高騰や収束の兆しが見えないサブプライムローン問題など、未だ不安要素は払拭され

ず、先行きに不透明感が強まっております。 

　当グループを取り巻く環境につきましては、企業販促投資に底堅さが見込まれるものの、受注競争は

一段と激しさを増すことが予想され、依然として厳しい状況が続くものと考えられます。

　当グループといたしましては、「チームＴＡＮＳＥＩ」をスローガンに掲げ、営業・制作・デザイン

の協業体制のさらなる強化をはかり、高品質かつ安心・安全な空間の創造に努めることで、お客様から

継続的に高い信頼をお寄せいただける企業を目指してまいります。

　

平成21年１月期の通期業績見通しは、以下のとおりです。

　　（単位：百万円）

　 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

連　結 68,500 770 870 360

単　体 61,000 650 800 460
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(2) 財政状態に関する分析

①　資産、負債及び純資産の状況

（資産の部）

資産の部の合計額は、前連結会計年度末に比べて、25.4％減少し、293億32百万円となりました。こ

れは、主に未成工事支出金等が19億12百万円増加したものの、受取手形・完成工事未収入金等が121億

22百万円減少したことによるものであります。

（負債の部）

負債の部の合計額は、前連結会計年度末に比べて、33.4％減少し、166億８百万円となりました。こ

れは、主に未成工事受入金が10億16百万円増加したものの、支払手形・工事未払金等が71億22百万円、

未払法人税等が８億74百万円それぞれ減少したことによるものであります。

（純資産の部）

純資産の部の合計額は、前連結会計年度末に比べて、11.5％減少し、127億24百万円となりました。

これは、主に当期純損失の計上等により利益剰余金が11億１百万円減少したことによるものでありま

す。 

②　キャッシュ・フローの状況

当連結会計年度におけるキャッシュ・フローは、「現金及び現金同等物の増加額」が１億27百万円と

なり、当連結会計年度末の残高は、48億46百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、10億10百万円の収入となりました。これは、主に税金等調整

前当期純損失を13億47百万円計上したことに加え、「支払手形・工事未払金等」が71億22百万円減少し

たものの、「受取手形・完成工事未収入金等」が120億82百万円減少したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、７億27百万円の支出となりました。これは、主に投資有価証

券の取得によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、１億58百万円の支出となりました。これは、主に短期借入金

の減少によるものであります。
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　　　　なお、キャッシュ・フロー指標の推移は以下のとおりであります。

　
平成16年
３月期

平成17年
３月期

平成18年
３月期

平成19年
３月期

平成20年
１月期

自己資本比率 31.1％ 27.2％ 32.8％ 36.6％ 43.4％

時価ベースの自己資本比率 27.6％ 23.7％ 35.9％ 33.6％ 32.0％

キャッシュ・フロー対有利子負債比率 251.6％ ― 146.1％ ― 395.8％

インタレスト・カバレッジ・レシオ 31.1 ― 72.7 ― 20.2

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

（注）１　各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。

２　株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出し

ております。

３　営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッ

シュ・フローを使用しております。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー

計算書の利息の支払額を使用しております。

　

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社の利益配分の方針は、長期的な観点に立ち資本の充実を勘案しながら、収益の状況に応じた配当を

行うことを基本とし、この方針に基づき配当性向等を考慮し利益の配分を行っております。

また、内部留保資金につきましては、今後予想される競争の激化や経営環境の変化に耐え得る企業体質

の強化をはかり、新たな成長分野への事業展開を推進するための研究、開発、設備投資及び財務体質の改

善その他の資金需要を賄う原資として活用してまいります。

なお、決算期変更の経過期間となる当期（10ヵ月決算）の配当につきましては、従来の配当水準を考慮

し、年間普通配当10円の約10ヵ月分である１株当たり8.5円（期末配当金8.5円）を予定しております。 

　また、次期の配当につきましては、期末配当のみ実施することとし、１株当たり年間配当金５円（期末

配当金５円）を予定しております。
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(4) 事業等のリスク

当グループの経営成績及び財政状態等に重要な影響を及ぼす可能性のあるリスクには、以下のようなも

のがあります。

　なお、文中における将来に関する事項は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて当グ

ループが判断したものであります。

①　経済動向

当グループの事業は、国内経済の動向により影響を受けます。

例えば、個人消費の低迷により小売業の設備投資が減少した場合、百貨店や専門店等の商業施設分野

の売上は影響を受ける可能性があります。同様に、企業収益の悪化により企業の販促関連投資が減少し

た場合、展示会等の短期展示施設分野の売上は影響を受ける可能性があります。

また、政府及び地方自治体の財政状態の悪化により公共投資が削減された場合、博物館・美術館等の

文化施設を含む恒久展示施設分野の売上は影響を受ける可能性があります。

②　法的規制

当グループは、事業活動を営む上で建設業法、建築基準法、宅地建物取引業法、建築士法、独占禁止

法、金融商品取引法等様々な法規制の適用を受けており、その遵守を義務づけられております。

当グループではこれらの法規制を遵守すべく、内部統制機関として監査室を設置する等コンプライア

ンスを重視した経営を行っておりますが、もしこれらの規制を遵守できなかった場合、当グループの事

業活動の範囲は制限され機会利益を失う可能性があります。

③　設計・施工物件の品質・安全性

近年建築物の品質・安全性につきましては、一層の配慮が要求されております。

当グループでは、設計・施工物件の品質向上・安全性確保をはかる目的から、専任の品質・安全管理

部門の設置や社内教育の実施等万全の体制を構築しておりますが、当グループが設計・施工業務を受託

した施設において、欠陥が見つかる可能性を完全に否定することはできません。そのような欠陥が原因

となり事故が発生した場合、当グループに対し損害賠償責任等の補償義務及びその他債務が発生する可

能性があります。

④　事故による影響

当グループは制作業務を行うにあたり、制作現場での事故防止・安全性確保を重要な課題の一つであ

ると認識し、現場巡回や定期的な社内教育、イントラネットを通じた情報の共有化等の施策を行ってお

ります。

しかしこのような体制を敷いていたとしても、事故が絶対に発生しないという保証はありません。仮

に当社が施工業務を行っている現場において事故が発生した場合、現場作業員への補償義務や引渡期日

の遅延に伴うコスト増大等の悪影響が生じる可能性があります。

⑤　災害による影響

当グループの制作現場では、社内教育の実施等を通じ安全性を確保できる万全の体制をもって制作業

務に臨んでおります。

しかし地震等の天災や他所で発生した火災の影響等、不可避的な要因によりその安全性が損なわれる

可能性は否定できません。

そのような場合、制作業務の中断又は引渡期日の遅延に伴うコスト増大等の悪影響が生じる可能性が

あります。
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２. 企業集団の状況

　

　
（注）１　子会社の社名欄の下部に、事業の種類別セグメントの名称を記載しております。

 ２  ㈱丹青アセットマネジメントは、平成19年８月８日付で設立したものであります。

 ３  ㈱丹青インテグレイテッドデザインスタジオは、平成20年２月１日付で当社に吸収合併されております。

      ４  上記のほか、関連会社として㈱みらい長崎を平成18年５月25日付で設立しておりますが、当連結会計年度末

においては、主たる営業活動の準備段階にあり、売上高は計上しておりません。

 ５  上記のほか、㈱丹青シグネクスは、平成19年４月１日付で当社に吸収合併されております。

　 ㈱丹青社(9743)　平成20年１月期決算短信

― 8 ―



３．経営方針

(1) 会社の経営の基本方針

当グループは人と人、人とモノ、人と情報が行き交う空間を「社会交流空間」ととらえ、空間やメデ

ィアを有効活用し、魅力ある「社会交流空間」の創造を通じて豊かな生活の実現に貢献することを経営

理念としています。

(2) 目標とする経営指標

当グループは、ＲＯＥ（自己資本当期純利益率）を経営上重視すべき経営指標と認識しており、現時

点での目標値としてＲＯＥ９％以上を掲げております。

(3) 中長期的な会社の経営戦略及び会社の対処すべき課題

当グループは、業界のリーディングカンパニーとして様々な課題に積極的に取り組んでまいります。

①　空間づくりにおける総合品質保証を徹底し、お客様から継続的に高い信頼をお寄せいただける企

業、すなわち「信頼市場Ｎｏ．１」を目指してまいります。そのために、「ものづくり力」「専門

力」「利益創出マネジメント力」の３つの力を強化してまいります。

ⅰ）空間づくりにおいて、企画・デザインなどの付加価値を一体的に提供できる体制を整備し、お

客様のニーズに適った高い品質の空間を創造するための「ものづくり力」の強化に努めてまい

ります。

ⅱ）市場特性に応じた顧客対応体制を整備するとともに、顧客ニーズを実現するために最適な業務

の運用を追求し、「専門力」の強化に努めてまいります。

ⅲ）利益管理手法や人事制度の継続的改善に取り組み、利益を確保するために必要な「利益創出マ

ネジメント力」を強化することで、持続的成長を可能とする経営基盤の構築に努めてまいりま

す。

②　商業施設のプロパティマネジメント事業や海外市場の開拓、不動産ファンドの運用事業等、積極的

に新たな成長分野への事業展開を推進してまいります。

③　新しい価値を求めて多様化、複合化するお客様のニーズに対し、創造性、効率性を兼ね備えたクオ

リティーの高いサービスを提供するため、人材の育成に積極的に注力し、営業力、技術力及びデザイ

ン力の強化・向上に努めてまいります。

④　グループ経営全般にわたる構造改革を推進し、関係会社各社の特長を活かし事業領域を拡大するこ

とによって、経営基盤の強化をはかってまいります。

⑤　企業の社会的責任の観点から、ＩＳＯ１４００１の実践による環境負荷の低減やユニヴァーサルデ

ザインへの取組み、プライバシーマーク制度に基づく個人情報保護体制の構築など、適正かつ適法に

事業活動を展開するための体制の整備に取り組んでまいります。
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４. 連結財務諸表

(1) 連結貸借対照表

　

　
前連結会計年度

(平成19年３月31日)

当連結会計年度

(平成20年１月31日)

区分 金額(千円)
構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)

(資産の部) 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　流動資産 　 　 　 　 　 　

　　　現金預金 　 4,718,930 　 　 4,846,557 　

　　　受取手形・完成工事

　　　未収入金等
　 21,649,229 　 　 9,526,452 　

　　　未成工事支出金等 　 3,343,553 　 　 5,256,155 　

　　　繰延税金資産 　 745,382 　 　 794,863 　

　　　その他 　 295,690 　 　 316,426 　

　　　貸倒引当金 　 △48,394 　 　 △27,044 　

　　　流動資産合計 　 30,704,392 78.1 　 20,713,411 70.6

Ⅱ　固定資産 　 　 　 　 　 　

　１ 有形固定資産 　 　 　 　 　 　

　　　建物・構築物 　 1,611,782 　 　 1,698,991 　

　　　機械・運搬具・工具

      器具備品
　 516,285 　 　 585,541 　

　　　土地 　 2,749,931 　 　 2,749,931 　

　　　建設仮勘定 　 21,682 　 　 ― 　

　　　減価償却累計額 　 △1,513,595 　 　 △1,579,302 　

　　　有形固定資産合計 　 3,386,086 　 　 3,455,162 　

　２ 無形固定資産 　 153,926 　 　 177,992 　

　３ 投資その他の資産 　 　 　 　 　 　

　　　投資有価証券 　 3,156,578 　 　 2,378,151 　

　　　繰延税金資産 　 61,981 　 　 404,476 　

　　　敷金保証金 　 719,448 　 　 827,282 　

　　　その他 　 1,356,135 　 　 1,671,837 　

　　　貸倒引当金 　 △222,524 　 　 △295,621 　

　　　投資その他の資産合計 　 5,071,620 　 　 4,986,127 　

　　　固定資産合計 　 8,611,633 21.9 　 8,619,282 29.4

　　　資産合計 　 39,316,026 100.0 　 29,332,693 100.0
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前連結会計年度

(平成19年３月31日)

当連結会計年度

(平成20年１月31日)

区分 金額(千円)
構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)

(負債の部) 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　流動負債 　 　 　 　 　 　

　　　支払手形・工事未払金等 　 15,225,200 　 　 8,102,949 　

　　　短期借入金 　 4,000,000 　 　 3,700,000 　

　　　未払法人税等 　 917,106 　 　 42,722 　

　　　未成工事受入金 　 801,119 　 　 1,817,124 　

　　　賞与引当金 　 1,140,514 　 　 655,853 　

　　　役員賞与引当金 　 80,481 　 　 6,136 　

　　　完成工事補償引当金 　 57,155 　 　 82,265 　

　　　工事損失引当金 　 16,409 　 　 158,370 　

　　　その他 　 1,474,429 　 　 1,012,335 　

　　　流動負債合計 　 23,712,416 60.3 　 15,577,757 53.1

Ⅱ　固定負債 　 　 　 　 　 　

　　　社債 　 ― 　 　 300,000 　

　　　退職給付引当金 　 36,165 　 　 34,110 　

　　　役員退職慰労引当金 　 426,239 　 　 147,424 　

　　　繰延税金負債 　 517,815 　 　 15,909 　

　　　その他 　 242,610 　 　 533,092 　

　　　固定負債合計 　 1,222,831 3.1 　 1,030,537 3.5

　　　負債合計 　 24,935,247 63.4 　 16,608,294 56.6

　 　 　 　 　 　 　

(純資産の部) 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　株主資本 　 　 　 　 　 　

　  　資本金 　 4,017,720 10.2 　 4,026,750 13.7

　  　資本剰余金 　 4,015,920 10.2 　 4,025,002 13.7

　  　利益剰余金 　 5,495,602 14.0 　 4,394,477 15.0

　  　自己株式 　 △33,689 △0.1 　 △37,122 △0.1

　　　株主資本合計 　 13,495,553 34.3 　 12,409,109 42.3

Ⅱ　評価・換算差額等 　 　 　 　 　 　

　  　その他有価証券評価差額金 　 864,733 2.2 　 292,085 1.0

　  　為替換算調整勘定 　 10,763 0.1 　 14,536 0.1

　　　評価・換算差額等合計 　 875,497 2.3 　 306,622 1.1

Ⅲ　少数株主持分 　 9,727 0.0 　 8,667 0.0

　　　純資産合計 　 14,380,779 36.6 　 12,724,398 43.4

　　　負債純資産合計 　 39,316,026 100.0 　 29,332,693 100.0
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(2) 連結損益計算書

　

　

前連結会計年度

 (自　平成18年４月１日  

 至　平成19年３月31日)

当連結会計年度

 (自　平成19年４月１日  

 至　平成20年１月31日)

区分 金額(千円)
百分比

(％)
金額(千円)

百分比

(％)

Ⅰ　売上高 　 72,449,621 100.0 　 45,563,227 100.0

Ⅱ　売上原価 　 61,959,204 85.5 　 39,848,693 87.5

　　　売上総利益 　 10,490,416 14.5 　 5,714,533 12.5

Ⅲ　販売費及び一般管理費 　 8,782,473 12.1 　 7,114,665 15.6

　　　営業利益又は営業損失(△) 　 1,707,943 2.4 　 △1,400,131 △3.1

Ⅳ　営業外収益 　 　 　 　 　 　

　　　受取利息 14,048 　 　 19,526 　 　

　　　受取配当金 33,649 　 　 34,321 　 　

　　　事務所等賃貸収入 12,472 　 　 10,542 　 　

　　　保険配当金 42,087 　 　 51,852 　 　

　　　仕入割引 68,105 　 　 63,535 　 　

　　　その他 52,629 222,991 0.3 41,596 221,374 0.5

Ⅴ　営業外費用 　 　 　 　 　 　

　　　支払利息 54,935 　 　 54,611 　 　

　　　貸倒引当金繰入額 52,126 　 　 66,153 　 　

　　　損害賠償金 21,903 　 　 ― 　 　

　　　契約解除損 16,206 　 　 ― 　 　

　　　その他 7,995 153,166 0.2 30,117 150,882 0.3

　　　経常利益又は経常損失(△) 　 1,777,768 2.5 　 △1,329,639 △2.9

Ⅵ　特別利益 　 　 　 　 　 　

　　　貸倒引当金戻入益 ─ 　 　 43,422 　 　

　　　投資有価証券売却益 ― 　 　 8,066 　 　

      厚生年金基金代行返上益 1,858,554 　 　 ― 　 　

　　　受取保険金 ─ 　 　 18,638 　 　

　　　固定資産売却益 ─ 　 　 1,418 　 　

　　　その他 39,048 1,897,602 2.6 ― 71,546 0.2

Ⅶ　特別損失 　 　 　 　 　 　

　　　前期損益修正損 73,608 　 　 15,649 　 　

　　　固定資産除却損 120,899 　 　 ― 　 　

　　　投資有価証券評価損 ― 　 　 70,058 　 　

　　　退職給付制度

      移行に伴う分担金
213,354 　 　 ― 　 　

　　　その他 41,813 449,675 0.6 3,501 89,209 0.2

　　　税金等調整前当期純利益又は

　　　税金等調整前当期純損失(△)
　 3,225,694 4.5 　 △1,347,302 △2.9

　　　法人税、住民税及び事業税 927,030 　 　 59,152 　 　

　　　法人税等調整額 553,507 1,480,537 2.1 △477,689 △418,536 △0.9

　　　少数株主利益 　 361 0.0 　 ― ―

　　　少数株主損失 　 ─ ─ 　 670 0.0

　　　当期純利益又は当期純損失(△) 　 1,744,795 2.4 　 △928,095 △2.0
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(3) 連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日)

　

　

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成18年３月31日残高　　 (千円) 3,497,332 3,497,047 3,955,246 △27,463 10,922,163

連結会計年度中の変動額 　 　 　 　 　

　新株の発行 520,388 518,864 　 　 1,039,253

　剰余金の配当　(注) 　 　 △67,213 　 △67,213

　剰余金の配当 　 　 △123,277 　 △123,277

　役員賞与　　　(注) 　 　 △13,948 　 △13,948

　当期純利益 　 　 1,744,795 　 1,744,795

　自己株式の取得 　 　 　 △6,267 △6,267

　自己株式の処分 　 8 　 41 49

　株主資本以外の項目の連結
　会計年度中の変動額(純額)

　 　 　 　 　

連結会計年度中の変動額

合計　　　　　　　　　　 (千円)
520,388 518,872 1,540,356 △6,226 2,573,390

平成19年３月31日残高　　 (千円) 4,017,720 4,015,920 5,495,602 △33,689 13,495,553

　

　

評価・換算差額等

少数株主
持分

純資産合計その他
有価証券
評価差額金

為替換算
調整勘定

評価・換算
差額等合計

平成18年３月31日残高 　　(千円) 1,061,002 6,736 1,067,739 8,229 11,998,132

連結会計年度中の変動額 　 　 　 　 　

　新株の発行 　 　 　 　 1,039,253

　剰余金の配当　(注) 　 　 　 　 △67,213

　剰余金の配当 　 　 　 　 △123,277

　役員賞与　　　(注) 　 　 　 　 △13,948

　当期純利益 　 　 　 　 1,744,795

　自己株式の取得 　 　 　 　 △6,267

　自己株式の処分 　 　 　 　 49

　株主資本以外の項目の連結
　会計年度中の変動額(純額)

△196,268 4,026 △192,242 1,498 △190,743

連結会計年度中の変動額
合計　　　　　　　　　　 (千円)

△196,268 4,026 △192,242 1,498 2,382,646

平成19年３月31日残高 　　(千円) 864,733 10,763 875,497 9,727 14,380,779

(注)　平成18年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。
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当連結会計年度(自　平成19年４月１日　至　平成20年１月31日)

　

　

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成19年３月31日残高　　 (千円) 4,017,720 4,015,920 5,495,602 △33,689 13,495,553

連結会計年度中の変動額 　 　 　 　 　

　新株の発行 9,030 8,992 　 　 18,022

　剰余金の配当 　 　 △173,029 　 △173,029

　当期純損失(△) 　 　 △928,095 　 △928,095

　自己株式の取得 　 　 　 △4,284 △4,284

　自己株式の処分 　 90 　 852 942

　株主資本以外の項目の連結
　会計年度中の変動額(純額)

　 　 　 　 　

連結会計年度中の変動額

合計　　　　　　　　　　 (千円)
9,030 9,082 △1,101,125 △3,432 △1,086,444

平成20年１月31日残高　　 (千円) 4,026,750 4,025,002 4,394,477 △37,122 12,409,109

　

　

評価・換算差額等

少数株主
持分

純資産合計その他
有価証券
評価差額金

為替換算
調整勘定

評価・換算
差額等合計

平成19年３月31日残高 　　(千円) 864,733 10,763 875,497 9,727 14,380,779

連結会計年度中の変動額 　 　 　 　 　

　新株の発行 　 　 　 　 18,022

　剰余金の配当 　 　 　 　 △173,029

　当期純損失(△) 　 　 　 　 △928,095

　自己株式の取得 　 　 　 　 △4,284

　自己株式の処分 　 　 　 　 942

　株主資本以外の項目の連結
　会計年度中の変動額(純額)

△572,648 3,772 △568,875 △1,060 △569,935

連結会計年度中の変動額
合計　　　　　　　　　　 (千円)

△572,648 3,772 △568,875 △1,060 △1,656,380

平成20年１月31日残高 　　(千円) 292,085 14,536 306,622 8,667 12,724,398

　

　 ㈱丹青社(9743)　平成20年１月期決算短信

― 14 ―



(4) 連結キャッシュ・フロー計算書

　

　

前連結会計年度

 (自　平成18年４月１日  

 至　平成19年３月31日)

当連結会計年度

 (自　平成19年４月１日  

 至　平成20年１月31日)

区分 金額(千円) 金額(千円)

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　　　税金等調整前当期純利益又は

　　　税金等調整前当期純損失(△)
3,225,694 △1,347,302

　　　減価償却費 152,989 130,158

　　　貸倒引当金の増加・減少(△)額 42,985 66,613

　　　賞与引当金等の増加・減少(△)額 461,100 △559,005

　　　完成工事補償引当金の増加・減少(△)額 13,887 25,109

　　　工事損失引当金の増加・減少(△)額 △25,306 141,961

　　　退職給付引当金等の増加・減少(△)額 △51,327 △280,870

　　　受取利息及び受取配当金 △47,697 △53,847

　　　支払利息 54,935 54,611

　　　有価証券・投資有価証券評価損 40,197 70,058

　　　有価証券・投資有価証券売却損・益(△) ― △8,050

　　　固定資産売却益 ─ △1,418

　　　固定資産売却・除却損 121,216 3,485

　　　厚生年金基金代行返上益 △1,858,554 ―

　　　退職給付制度移行に伴う分担金 213,354 ―

　　　役員賞与の支払額 △14,338 ―

　　　受取手形・完成工事未収入金等の減少・増加(△)額 △4,030,514 12,082,539

　　　未成工事支出金等の減少・増加(△)額 149,225 △1,912,602

　　　支払手形・工事未払金等の増加・減少(△)額 1,445,041 △7,122,251

　　　未成工事受入金の増加・減少(△)額 △340,926 1,016,004

　　　その他 228,104 △384,408

　　　　小計 △219,931 1,920,787

　　　利息及び配当金の受取額 48,274 53,665

　　　利息の支払額 △56,021 △49,939

　　　法人税等の支払額 △260,681 △913,832

　　　　　営業活動によるキャッシュ・フロー △488,359 1,010,681

　

　 ㈱丹青社(9743)　平成20年１月期決算短信

― 15 ―



　

　

前連結会計年度

 (自　平成18年４月１日  

 至　平成19年３月31日)

当連結会計年度

 (自　平成19年４月１日  

 至　平成20年１月31日)

区分 金額(千円) 金額(千円)

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　　　有形固定資産の取得による支出 △146,999 △150,155

　　　有形固定資産の売却による収入 2,038 1,619

　　　無形固定資産の取得による支出 △20,451 △89,107

　　　投資有価証券の取得による支出 △11,648 △288,681

　　　投資有価証券の売却による収入 49,900 11,803

　　　敷金保証金の差入による支出 △29,565 △150,499

　　　敷金保証金の返戻による収入 15,023 15,468

　　　関係会社持分の取得による支出 △20,000 ―

　　　その他 △14,073 △78,373

　　　　　投資活動によるキャッシュ・フロー △175,775 △727,928

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　　　短期借入金の純増減額(減少：△) 30,000 △300,000

　　　長期借入金の返済による支出 △314 ―

　　　社債の発行による収入 ― 300,000

　　　社債の償還による支出 △600,000 ―

　　　株式の発行による収入 139,253 18,022

　　　少数株主への株式の発行による収入 2,000 ―

　　　自己株式の売却による収入・取得による支出(△) △6,218 △3,341

　　　配当金の支払額 △189,979 △172,758

　　　少数株主への配当金の支払額 △390 △390

　　　　　財務活動によるキャッシュ・フロー △625,649 △158,468

Ⅳ　現金及び現金同等物に係る換算差額 4,210 3,341

Ⅴ　現金及び現金同等物の増加・減少(△)額 △1,285,574 127,626

Ⅵ　現金及び現金同等物の期首残高 6,004,505 4,718,930

Ⅶ　現金及び現金同等物の期末残高 4,718,930 4,846,557
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(5) 連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

　
前連結会計年度

(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年１月31日)

会計処理基準に関する事項 会計処理基準に関する事項

(1) 重要な減価償却資産の減価償却の方法 (1) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

有形固定資産

定率法によっております。

ただし、平成10年４月１日以降に取得した建

物(建物附属設備を除く)については、定額法に

よっております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりでありま

す。

　建物・構築物 15～50年

　機械・運搬具・工具器具備品 ３～15年

有形固定資産

定率法によっております。

ただし、平成10年４月１日以降に取得した建

物(建物附属設備を除く)については、定額法に

よっております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりでありま

す。

　建物・構築物 15～50年

　機械・運搬具・工具器具備品 ３～15年

（会計方針の変更）

法人税法の改正に伴い、当連結会計年度より、

平成19年４月１日以降に取得した有形固定資産

については、改正後の法人税法に基づく減価償

却の方法に変更しております。この変更による

損益に与える影響は軽微であります。

（追加情報）

当連結会計年度より、平成19年３月31日以前

に取得した資産については、償却可能限度額ま

で償却が終了した翌年から５年間で均等償却す

る方法によっております。これによる損益に与

える影響は軽微であります。

(2) 重要な引当金の計上基準 (2) 重要な引当金の計上基準

役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金支給に備えるため、内規に

基づく期末要支給額の100％を計上しておりま

す。

役員退職慰労引当金

連結子会社の役員の退職慰労金支給に備える

ため、内規に基づく期末要支給額の100％を計上

しております。

（追加情報）

当社は、平成19年６月28日開催の第49回定時

株主総会終結の日をもって役員退職慰労金制度

を廃止し、同日までの在任期間に対応する退職

慰労金につきましては、退任時に打切り支給す

ることといたしました。 

　これにより、当連結会計年度において当社分

の「役員退職慰労引当金」を全額取崩し、固定

負債「その他」に含めて表示しております。 

　　
なお、上記に記載した連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項以外は、最近の有価証券報告書

（平成19年６月29日提出）における記載から重要な変更がないため開示を省略しております。
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(6) 連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

(会計処理の変更)

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年１月31日)

(貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準）

　当連結会計年度より、「貸借対照表の純資産の部の表

示に関する会計基準」（企業会計基準第５号　平成17年

12月９日）及び「貸借対照表の純資産の部の表示に関す

る会計基準等の適用指針」（企業会計基準適用指針第８

号　平成17年12月９日）を適用しております。これまで

の資本の部の合計に相当する金額は、14,371,051千円で

あります。

　なお、当連結会計年度における連結貸借対照表の純資

産の部については、連結財務諸表規則の改正に伴い、改

正後の連結財務諸表規則により作成しております。

───────
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(表示方法の変更)

　
前連結会計年度

(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年１月31日)

(連結損益計算書) (連結損益計算書)

前連結会計年度において営業外収益「その他」に含

めておりました「保険配当金」は、営業外収益の総額

の100分の10を超えたため、当連結会計年度においては

区分掲記しております。なお、前連結会計年度の営業

外収益「その他」に含まれている「保険配当金」は、

14,457千円であります。
　

───────
　

───────
　

前連結会計年度において区分掲記しておりました「損

害賠償金」（当連結会計年度13,588千円）については、

営業外費用の総額の100分の10以下であるため、当連結

会計年度においては営業外費用「その他」に含めて表

示しております。
　

───────
　

前連結会計年度において特別利益「その他」に含め

ておりました「貸倒引当金戻入益」は、特別利益の総

額の100分の10を超えたため、当連結会計年度において

は区分掲記しております。なお、前連結会計年度の特

別利益「その他」に含まれている「貸倒引当金戻入益」

は、5,132千円であります。
　

前連結会計年度において特別損失「その他」に含め

ておりました「固定資産除却損」は、特別損失の総額

の100分の10を超えたため、当連結会計年度においては

区分掲記しております。なお、前連結会計年度の特別

損失「その他」に含まれている「固定資産除却損」は、

16,973千円であります。

　

前連結会計年度において区分掲記しておりました「固

定資産除却損」（当連結会計年度3,232千円）について

は、特別損失の総額の100分の10以下であるため、当連

結会計年度においては特別損失「その他」に含めて表

示しております。

　

前連結会計年度において区分掲記しておりました「投

資有価証券売却損」（当連結会計年度1,299千円） に

ついては、特別損失の総額の100分の10以下であるた

め、当連結会計年度においては特別損失「その他」に

含めて表示しております。
　

───────
　

　

前連結会計年度において区分掲記しておりました「投

資有価証券評価損」（当連結会計年度40,197千円） に

ついては、特別損失の総額の100分の10以下であるた

め、当連結会計年度においては特別損失「その他」に

含めて表示しております。
　

前連結会計年度において特別損失「その他」に含め

ておりました「投資有価証券評価損」は、特別損失の

総額の100分の10を超えたため、当連結会計年度におい

ては区分掲記しております。なお、前連結会計年度の

特別損失「その他」に含まれている「投資有価証券評

価損」は、40,197千円であります。
　

(連結キャッシュ・フロー計算書) (連結キャッシュ・フロー計算書)

前連結会計年度において区分掲記しておりました「有

価証券・投資有価証券売却損・益(△)」（当連結会計

年度1,297千円） については、金額が僅少となったた

め、当連結会計年度においては営業活動によるキャッ

シュ・フロー「その他」に含めて表示しております。
　

前連結会計年度において営業活動によるキャッシュ・

フロー「その他」に含めておりました「有価証券・投

資有価証券売却損・益(△)」は、重要性が増したため、

当連結会計年度においては区分掲記しております。な

お、前連結会計年度の営業活動によるキャッシュ・フ

ロー「その他」に含まれている「有価証券・投資有価

証券売却損・益(△)」は、1,297千円であります。
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(7) 連結財務諸表に関する注記事項

(セグメント情報)

１　事業の種類別セグメント情報

　

　

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

商業施設
分野
(千円)

恒久展示
施設分野
(千円)

短期展示
施設分野
(千円)

その他の
分野
(千円)

計

(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結

(千円)
Ⅰ　売上高及び営業損益 　 　 　 　 　 　 　
　　売上高 　 　 　 　 　 　 　
　(1) 外部顧客に対
　　する売上高

40,942,656 10,551,223 3,682,925 17,272,816 72,449,621 － 72,449,621

　(2) セグメント間の
　　内部売上高又は
　　振替高

－ － － 1,588,442 1,588,442 (1,588,442) －

計 40,942,656 10,551,223 3,682,925 18,861,258 74,038,063 (1,588,442) 72,449,621

　　営業費用 37,971,500 9,563,165 3,394,450 17,526,687 68,455,803 2,285,874 70,741,678

　　営業利益 2,971,156 988,057 288,474 1,334,570 5,582,260 (3,874,316) 1,707,943

Ⅱ　資産、減価償却費
及び資本的支出

　 　 　 　 　 　 　

　　資産 12,882,415 8,181,329 1,822,596 5,811,015 28,697,356 10,618,669 39,316,026

　　減価償却費 71,694 17,325 14,986 29,823 133,830 19,159 152,989

　　資本的支出 83,767 17,117 14,438 44,726 160,051 22,799 182,850
　

　

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年１月31日)

商業施設
分野
(千円)

恒久展示
施設分野
(千円)

短期展示
施設分野
(千円)

その他の
分野
(千円)

計

(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結

(千円)
Ⅰ　売上高及び営業損益 　 　 　 　 　 　 　
　　売上高 　 　 　 　 　 　 　
　(1) 外部顧客に対
　　する売上高

26,478,929 2,888,496 5,283,302 10,912,499 45,563,227 － 45,563,227

　(2) セグメント間の
　　内部売上高又は
　　振替高

－ － － 1,541,944 1,541,944 (1,541,944) －

計 26,478,929 2,888,496 5,283,302 12,454,443 47,105,171 (1,541,944) 45,563,227

　　営業費用 25,271,112 3,113,732 5,129,085 11,496,623 45,010,553 1,952,805 46,963,359

　　営業利益又は
　　営業損失(△)

1,207,817 △225,236 154,217 957,820 2,094,618 (3,494,749)△1,400,131

Ⅱ　資産、減価償却費
及び資本的支出

　 　 　 　 　 　 　

　　資産 7,667,454 3,588,264 3,510,851 3,876,256 18,642,827 10,689,866 29,332,693

　　減価償却費 67,109 8,245 12,572 26,583 114,510 15,648 130,158

　　資本的支出 137,996 11,502 17,903 36,806 204,208 29,893 234,101
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(注) １　事業区分は内部管理上採用している市場区分によっております。
２　各分野の主な工事

(1)　商業施設分野　　　………　百貨店、各種専門店、飲食店等の内装
(2)　恒久展示施設分野　………　博物館、各種ショールーム等の展示
(3)　短期展示施設分野　………　博覧会、展示会等の展示
(4)　その他の分野　　　………　オフィス、ホテル、その他の施設等の内装等

３　営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は前連結会計年度3,874,316千円、当
連結会計年度3,494,749千円であります。その主なものは、提出会社及び子会社の総務部門等の管理部門に係る
費用であります。

４　資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産の金額は前連結会計年度10,618,669千円、当連結会計年
度10,689,866千円であります。その主なものは、提出会社での余資運用資金(現金預金)、長期投資資金(投資有
価証券)及び管理部門に係る資産等であります。

５　会計方針の変更 
　連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項「会計処理基準に関する事項（1）重要な減価償却資産の減
価償却の方法」に記載のとおり、当連結会計年度より、平成19年４月１日以降に取得した有形固定資産につい
ては、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。この変更に伴い、従来の方法によった
場合に比べ各セグメントに与える影響は軽微であります。

　（追加情報）
　連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項「会計処理基準に関する事項（1）重要な減価償却資産の減
価償却の方法」に記載のとおり、当連結会計年度より、平成19年３月31日以前に取得した資産については、償
却可能限度額まで償却が終了した翌年から５年間で均等償却する方法によっております。これによる各セグメ
ントに与える影響は軽微であります。

　

　

２　所在地別セグメント情報

前連結会計年度及び当連結会計年度における日本国内の売上高が、それぞれ全セグメントの売上高の
合計の90％超であるため、連結財務諸表規則様式第二号(記載上の注意11)に基づき、所在地別セグメン
ト情報の記載を省略しております。

　

３　海外売上高

前連結会計年度及び当連結会計年度における海外売上高が、それぞれ連結売上高の10％未満のため、
連結財務諸表規則様式第三号(記載上の注意５)に基づき、海外売上高の記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

　
前連結会計年度

(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年１月31日)

１株当たり純資産額 581.39円
　

１株当たり純資産額 513.78円

１株当たり当期純利益金額 71.94円
　

１株当たり当期純損失金額(△) △37.51円

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額

71.36円
　

　潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、
１株当たり当期純損失であるため、記載しておりません。

(注)　算定上の基礎

１　１株当たり純資産額

純資産の部の合計額 14,380,779千円

純資産の部の合計額から控除す
る金額

9,727

(うち少数株主持分) (9,727)

普通株式に係る期末の純資産額 14,371,051

１株当たり純資産額の算定に用
いられた期末の普通株式の数

24,718,527株

　

２　１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株
当たり当期純利益金額

１株当たり当期純利益金額 　

連結損益計算書上の
当期純利益

1,744,795千円

普通株主に帰属しない金額 ─

普通株式に係る当期純利益 1,744,795

普通株式の期中平均株式数 24,253,855株
　

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

普通株式増加数
(新株予約権)

196,978株

　
希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり当期純利益の算定に含まれなかった潜在株式の
概要

　
該当事項はありません。

(注)　算定上の基礎

１　１株当たり純資産額

純資産の部の合計額 12,724,398千円

純資産の部の合計額から控除す
る金額

8,667

(うち少数株主持分) (8,667)

普通株式に係る期末の純資産額 12,715,731

１株当たり純資産額の算定に用
いられた期末の普通株式の数

24,749,337株

　

２　１株当たり当期純損失金額及び潜在株式調整後１株
当たり当期純利益金額

１株当たり当期純損失金額 　

連結損益計算書上の
当期純損失(△)

△928,095千円

普通株主に帰属しない金額 ─

普通株式に係る当期純損失(△) △928,095

普通株式の期中平均株式数 24,743,066株
　

　

　 　

　
希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり当期純利益の算定に含まれなかった潜在株式の
概要

　
平成16年６月29日定時株主総会決議新株予約権
(ストックオプション) 　

普通株式 877,000株　
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(重要な後発事象)

　
前連結会計年度

(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年１月31日)

(決算期の変更）

当社は、平成19年６月28日開催の定時株主総会にお

いて、決算期を３月31日から１月31日に変更すること

について決議いたしました。したがって、翌連結会計

年度は、平成19年４月１日から１月31日までの10ヶ月

間となります。

　この変更により、当社と同一の３月31日を決算日と

する連結子会社９社についても、併せて１月31日に変

更することといたしました。

───────

　

　

(開示の省略)

　下記の注記事項については、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため開示を

省略しております。

◇連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フロー計算書

に関する注記事項

◇リース取引 

◇税効果会計

◇有価証券 

◇退職給付

◇ストック・オプション等 

また、下記の注記事項については、該当事項がないため記載しておりません。 

◇関連当事者との取引

◇デリバティブ取引 

◇企業結合等 

◇開示対象特別目的会社関係 
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(工事区分別比較受注・売上・次期繰越高)

１　受注高

　

項目

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
　至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
　至　平成20年１月31日)

増減(△)
(千円)

増減(△)率
(％)

金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％)

 建築工事 3,097,421 4.3 462,187 0.9 ─ ─

 新装工事 30,026,921 41.6 18,240,561 35.0 ─ ─

 改装工事 17,287,014 24.0 10,600,905 20.3 ─ ─

 展示工事 12,456,674 17.3 12,560,853 24.1 ─ ─

 設計・その他 9,276,721 12.8 10,302,671 19.7 ─ ─

合計 72,144,753 100.0 52,167,180 100.0 ─ ─

　

２　売上高

　

項目

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
　至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
　至　平成20年１月31日)

増減(△)
(千円)

増減(△)率
(％)

金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％)

 建築工事 2,917,907 4.0 808,467 1.8 ─ ─

 新装工事 28,424,189 39.3 17,704,967 38.8 ─ ─

 改装工事 16,730,557 23.1 10,328,443 22.7 ─ ─

 展示工事 15,369,572 21.2 9,330,125 20.5 ─ ─

 設計・その他 9,007,394 12.4 7,391,224 16.2 ─ ─

合計 72,449,621 100.0 45,563,227 100.0 ─ ─

　

３　次期繰越高

　

項目

前連結会計年度
平成19年３月31日

当連結会計年度
平成20年１月31日 増減(△)

(千円)
増減(△)率

(％)

金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％)

 建築工事 485,683 4.8 139,403 0.8 ─ ─

 新装工事 4,229,919 41.4 4,765,513 28.4 ─ ─

 改装工事 1,865,221 18.3 2,137,683 12.7 ─ ─

 展示工事 1,600,845 15.7 4,831,574 28.7 ─ ─

 設計・その他 2,025,031 19.8 4,936,478 29.4 ─ ─

合計 10,206,700 100.0 16,810,653 100.0 ─ ─

(注)　当連結会計年度は決算期変更に伴う10ヶ月決算であるため、比較増減に関する記載は行っておりません。
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(市場区分別比較受注・売上・次期繰越高)

１　受注高

　

項目

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
　至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
　至　平成20年１月31日)

増減(△)
(千円)

増減(△)率
(％)

金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％)

 商業施設 43,578,556 60.4 28,599,867 54.8 ─ ─

 恒久展示施設 8,001,766 11.1 5,107,869 9.8 ─ ─

 短期展示施設 3,548,168 4.9 5,489,405 10.5 ─ ─

 その他 17,016,262 23.6 12,970,039 24.9 ─ ─

合計 72,144,753 100.0 52,167,180 100.0 ─ ─

　

２　売上高

　

項目

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
　至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
　至　平成20年１月31日)

増減(△)
(千円)

増減(△)率
(％)

金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％)

 商業施設 40,942,656 56.5 26,478,929 58.1 ─ ─

 恒久展示施設 10,551,223 14.6 2,888,496 6.3 ─ ─

 短期展示施設 3,682,925 5.1 5,283,302 11.6 ─ ─

 その他 17,272,816 23.8 10,912,499 24.0 ─ ─

合計 72,449,621 100.0 45,563,227 100.0 ─ ─

　

３　次期繰越高

　

項目

前連結会計年度
平成19年３月31日

当連結会計年度
平成20年１月31日 増減(△)

(千円)
増減(△)率

(％)

金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％)

 商業施設 5,263,147 51.6 7,384,085 43.9 ─ ─

 恒久展示施設 1,804,696 17.7 4,024,068 24.0 ─ ─

 短期展示施設 118,815 1.1 324,917 1.9 ─ ─

 その他 3,020,041 29.6 5,077,581 30.2 ─ ─

合計 10,206,700 100.0 16,810,653 100.0 ─ ─

(注)　当連結会計年度は決算期変更に伴う10ヶ月決算であるため、比較増減に関する記載は行っておりません。
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５. 個別財務諸表

(1) 貸借対照表

　

　
前事業年度

(平成19年３月31日)

当事業年度

(平成20年１月31日)

区分 金額(千円)
構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)

(資産の部) 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　流動資産 　 　 　 　 　 　

　　　現金預金 　 2,898,257 　 　 3,539,912 　

　　　受取手形 　 1,040,006 　 　 497,205 　

　　　完成工事未収入金 　 19,255,420 　 　 7,978,497 　

　　　商品 　 11,613 　 　 14,070 　

　　　未成工事支出金 　 2,910,028 　 　 4,601,248 　

　　　材料貯蔵品 　 ― 　 　 3,990 　

　　　短期貸付金 　 4,090,000 　 　 4,059,000 　

　　　前払費用 　 163,789 　 　 150,095 　

　　　繰延税金資産 　 631,534 　 　 668,292 　

　　　その他 　 49,041 　 　 58,314 　

　　　貸倒引当金 　 △56,122 　 　 △30,110 　

　　　流動資産合計 　 30,993,569 76.2 　 21,540,515 69.5

Ⅱ　固定資産 　 　 　 　 　 　

　１ 有形固定資産 　 　 　 　 　 　

　　　建物 1,581,826 　 　 1,673,317 　 　

　　　　減価償却累計額 △1,156,903 424,923 　 △1,195,703 477,614 　

　　　構築物 7,556 　 　 7,366 　 　

　　　　減価償却累計額 △5,777 1,779 　 △5,946 1,420 　

　　　工具器具備品 352,318 　 　 381,652 　 　

　　　　減価償却累計額 △241,892 110,426 　 △270,877 110,774 　

　　　土地 　 2,749,444 　 　 2,749,444 　

　　　建設仮勘定 　 22,450 　 　 ― 　

　　　有形固定資産合計 　 3,309,023 　 　 3,339,253 　

　２ 無形固定資産 　 　 　 　 　 　

　　　借地権 　 5,700 　 　 5,700 　

　　　ソフトウェア 　 100,160 　 　 115,486 　

　　　電話加入権 　 23,090 　 　 23,090 　

　　　その他 　 632 　 　 470 　

　　　無形固定資産合計 　 129,583 　 　 144,747 　
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前事業年度

(平成19年３月31日)

当事業年度

(平成20年１月31日)

区分 金額(千円)
構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)

　３ 投資その他の資産 　 　 　 　 　 　

　　　投資有価証券 　 3,136,108 　 　 2,359,356 　

　　　関係会社株式 　 1,271,200 　 　 1,321,200 　

　　　関係会社出資金 　 176,012 　 　 110,620 　

　　　長期貸付金 　 30,000 　 　 30,000 　

　　　破産債権、更生債権等 　 152,005 　 　 142,671 　

　　　長期前払費用 　 21,511 　 　 17,838 　

　　　前払年金費用 　 694,311 　 　 885,926 　

　　　繰延税金資産 　 ― 　 　 338,175 　

　　　敷金保証金 　 660,401 　 　 678,380 　

　　　その他 　 319,098 　 　 374,823 　

　　　貸倒引当金 　 △222,373 　 　 △245,898 　

　　　投資損失引当金 　 ― 　 　 △42,000 　

　　　投資その他の資産合計 　 6,238,276 　 　 5,971,094 　

　　　固定資産合計 　 9,676,883 23.8 　 9,455,096 30.5

　　　資産合計 　 40,670,453 100.0 　 30,995,611 100.0

　 　 　 　 　 　 　

(負債の部) 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　流動負債 　 　 　 　 　 　

　　　支払手形 　 2,075,778 　 　 2,274,860 　

　　　工事未払金 　 10,299,793 　 　 3,491,031 　

　　　短期借入金 　 4,000,000 　 　 3,700,000 　

　　　未払金 　 48,142 　 　 44,013 　

　　　未払費用 　 465,680 　 　 401,194 　

　　　未払法人税等 　 814,547 　 　 19,678 　

　　　未払消費税等 　 364,432 　 　 66,839 　

　　　未成工事受入金 　 584,437 　 　 1,404,951 　

　　　預り金 　 88,307 　 　 570,695 　

　　　賞与引当金 　 990,194 　 　 564,991 　

　　　役員賞与引当金 　 61,280 　 　 ― 　

　　　完成工事補償引当金 　 56,934 　 　 82,027 　

　　　工事損失引当金 　 16,409 　 　 158,370 　

　　　ファクタリング未払金 　 5,965,270 　 　 5,409,970 　

　　　その他 　 280,119 　 　 103,735 　

　　　流動負債合計 　 26,111,328 64.2 　 18,292,357 59.0

Ⅱ　固定負債 　 　 　 　 　 　

　　　社債 　 ― 　 　 300,000 　

　　　繰延税金負債 　 505,784 　 　 ― 　

　　　役員退職慰労引当金 　 224,984 　 　 ― 　

　　　その他 　 297,002 　 　 443,380 　

　　　固定負債合計 　 1,027,771 2.5 　 743,380 2.4

　　　負債合計 　 27,139,099 66.7 　 19,035,738 61.4
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前事業年度

(平成19年３月31日)

当事業年度

(平成20年１月31日)

区分 金額(千円)
構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)

(純資産の部) 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　株主資本 　 　 　 　 　 　

　１　資本金 　 4,017,720 9.9 　 4,026,750 13.0

　２　資本剰余金 　 　 　 　 　 　

　　(1) 資本準備金 4,015,848 　 　 4,024,840 　 　

　　(2) その他資本剰余金 71 　 　 162 　 　

　　　　資本剰余金合計 　 4,015,920 9.9 　 4,025,002 13.0

　３　利益剰余金 　 　 　 　 　 　

　　(1) 利益準備金 302,866 　 　 302,866 　 　

　　(2) その他利益剰余金 　 　 　 　 　 　

　　　　別途積立金 2,600,000 　 　 3,300,000 　 　

　　　　繰越利益剰余金 1,764,372 　 　 50,579 　 　

　　　　利益剰余金合計 　 4,667,238 11.5 　 3,653,445 11.8

　４　自己株式 　 △33,689 △0.1 　 △37,122 △0.1

　　　株主資本合計 　 12,667,189 31.2 　 11,668,076 37.7

Ⅱ　評価・換算差額等 　 　 　 　 　 　

　　　その他有価証券評価差額金 　 864,163 　 　 291,796 　

　　　評価・換算差額等合計 　 864,163 2.1 　 291,796 0.9

　　　純資産合計 　 13,531,353 33.3 　 11,959,873 38.6

　　　負債純資産合計 　 40,670,453 100.0 　 30,995,611 100.0
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(2) 損益計算書

　

　

前事業年度

 (自　平成18年４月１日  

 至　平成19年３月31日)

当事業年度

 (自　平成19年４月１日  

 至　平成20年１月31日)

区分 金額(千円)
百分比

(％)
金額(千円)

百分比

(％)

Ⅰ　売上高 　 　 　 　 　 　

　　　完成工事高 58,784,288 　 　 35,053,579 　 　

　　　設計収入等売上高 7,081,125 65,865,414 100.0 4,351,313 39,404,892 100.0

Ⅱ　売上原価 　 　 　 　 　 　

　　　完成工事原価 51,246,335 　 　 31,246,329 　 　

　　　設計収入等売上原価 5,821,417 57,067,752 86.6 3,621,528 34,867,858 88.5

　　　売上総利益 　 　 　 　 　 　

　　　　完成工事総利益 7,537,953 　 　 3,807,249 　 　

　　　　設計収入等総利益 1,259,708 8,797,661 13.4 729,784 4,537,034 11.5

Ⅲ　販売費及び一般管理費 　 　 　 　 　 　

　　　広告宣伝費 50,388 　 　 42,573 　 　

　　　貸倒引当金繰入額 25,699 　 　 ― 　 　

　　　役員報酬 170,291 　 　 177,070 　 　

　　　従業員給料手当 3,016,839 　 　 2,567,964 　 　

　　　役員賞与引当金繰入額 61,280 　 　 ― 　 　

　　　賞与引当金繰入額 587,434 　 　 306,569 　 　

　　　退職給付費用 83,266 　 　 62,795 　 　

　　　確定拠出年金掛金 23,672 　 　 25,889 　 　

　　　役員退職慰労引当金繰入額 30,282 　 　 6,340 　 　

　　　法定福利費 495,758 　 　 375,986 　 　

　　　福利厚生費 130,844 　 　 107,862 　 　

　　　旅費交通費 314,384 　 　 253,893 　 　

　　　通信費 93,376 　 　 74,342 　 　

　　　教育研修費 57,016 　 　 67,724 　 　

　　　調査研究費 19,565 　 　 22,019 　 　

　　　租税公課 132,825 　 　 97,193 　 　

　　　諸会費 14,097 　 　 12,406 　 　

　　　新聞図書費 10,176 　 　 8,508 　 　

　　　修繕費 28,427 　 　 22,755 　 　

　　　保険料 13,723 　 　 11,234 　 　

　　　水道光熱費 29,103 　 　 24,242 　 　

　　　交際費 99,870 　 　 96,209 　 　

　　　消耗品費 169,045 　 　 125,259 　 　

　　　備品費 19,119 　 　 13,650 　 　

　　　支払手数料 739,484 　 　 526,877 　 　

　　　業務委託料 445,836 　 　 373,182 　 　

　　　賃借料 337,160 　 　 257,634 　 　
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前事業年度

 (自　平成18年４月１日  

 至　平成19年３月31日)

当事業年度

 (自　平成19年４月１日  

 至　平成20年１月31日)

区分 金額(千円)
百分比

(％)
金額(千円)

百分比

(％)

　　　減価償却費 72,188 　 　 54,241 　 　

　　　雑費 162,482 7,433,641 11.3 158,137 5,872,563 14.9

　　　営業利益又は営業損失(△) 　 1,364,020 2.1 　 △1,335,529 △3.4

Ⅳ　営業外収益 　 　 　 　 　 　

　　　受取利息 58,137 　 　 71,829 　 　

　　　有価証券利息 3,504 　 　 509 　 　

　　　受取配当金 80,439 　 　 70,103 　 　

　　　事務所等賃貸収入 97,759 　 　 82,349 　 　

　　　保険配当金 40,540 　 　 50,794 　 　

　　　その他 75,549 355,930 0.5 64,080 339,666 0.9

Ⅴ　営業外費用 　 　 　 　 　 　

　　　支払利息 55,650 　 　 58,128 　 　

　　　貸倒引当金繰入額 52,126 　 　 62,153 　 　

　　　損害賠償金 21,903 　 　 ― 　 　

　　　契約解除損 16,206 　 　 ― 　 　

　　　その他 6,394 152,281 0.2 26,002 146,283 0.4

　　　経常利益又は経常損失(△) 　 1,567,669 2.4 　 △1,142,146 △2.9

Ⅵ　特別利益 　 　 　 　 　 　

　　　貸倒引当金戻入益 ― 　 　 42,673 　 　

　　　投資有価証券売却益 ― 　 　 8,066 　 　

　　　厚生年金基金代行返上益 1,723,862 　 　 ― 　 　

　　　その他 7,118 1,730,980 2.6 ― 50,739 0.1

Ⅶ　特別損失 　 　 　 　 　 　

　　　前期損益修正損 42,182 　 　 15,549 　 　

　　　固定資産除却損 138,230 　 　 1,121 　 　

　　　投資有価証券評価損 ― 　 　 70,058 　 　

　　　関係会社出資金評価損 ― 　 　 65,392 　 　

　　　投資損失引当金繰入額 ― 　 　 42,000 　 　

　　　退職給付制度移行に伴う

      分担金
193,518 　 　 ― 　 　

　　　その他 41,730 415,662 0.6 3,059 197,181 0.5

　　　税引前当期純利益又は

      税引前当期純損失(△)
　 2,882,987 4.4 　 △1,288,588 △3.3

　　　法人税、住民税及び事業税 803,340 　 　 16,894 　 　

　　　法人税等調整額 482,352 1,285,692 2.0 △464,718 △447,824 △1.2

　　　当期純利益又は

　　　当期純損失(△)
　 1,597,294 2.4 　 △840,763 △2.1
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(3) 株主資本等変動計算書

前事業年度(自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日)

　

　

株主資本

資本金

資本剰余金

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計

平成18年３月31日残高     (千円) 3,497,332 3,496,983 63 3,497,047

事業年度中の変動額 　 　 　 　

　新株の発行 520,388 518,864 　 518,864

　剰余金の配当　　　(注) 　 　 　 　

　剰余金の配当 　 　 　 　

　別途積立金の積立　(注) 　 　 　 　

　当期純利益 　 　 　 　

　自己株式の取得 　 　 　 　

　自己株式の処分 　 　 8 8

　株主資本以外の項目の 

　事業年度中の変動額(純額)
　 　 　 　

事業年度中の変動額合計   (千円) 520,388 518,864 8 518,872

平成19年３月31日残高     (千円) 4,017,720 4,015,848 71 4,015,920

　

　

株主資本

利益剰余金

自己株式 株主資本合計

利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計
別途積立金

繰越利益

剰余金

平成18年３月31日残高     (千円) 302,866 2,500,000 457,568 3,260,435 △27,463 10,227,351

事業年度中の変動額 　 　 　 　 　 　

　新株の発行 　 　 　 　 　 1,039,253

　剰余金の配当　　　(注) 　 　 △67,213 △67,213 　 △67,213

　剰余金の配当 　 　 △123,277 △123,277 　 △123,277

　別途積立金の積立　(注) 　 100,000 △100,000 ─ 　 ─

　当期純利益 　 　 1,597,294 1,597,294 　 1,597,294

　自己株式の取得 　 　 　 　 △6,267 △6,267

　自己株式の処分 　 　 　 　 41 49

　株主資本以外の項目の 

　事業年度中の変動額(純額)
　 　 　 　 　 　

事業年度中の変動額合計   (千円) 　 100,000 1,306,803 1,406,803 △6,226 2,439,838

平成19年３月31日残高     (千円) 302,866 2,600,000 1,764,372 4,667,238 △33,689 12,667,189
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評価・換算差額

等

純資産合計その他

有価証券

評価差額金

平成18年３月31日残高     (千円) 1,060,277 11,287,628

事業年度中の変動額 　 　

　新株の発行 　 1,039,253

　剰余金の配当　　　(注) 　 △67,213

　剰余金の配当 　 △123,277

　別途積立金の積立　(注) 　 ─

　当期純利益 　 1,597,294

　自己株式の取得 　 △6,267

　自己株式の処分 　 49

　株主資本以外の項目の 

　事業年度中の変動額(純額)
△196,113 △196,113

事業年度中の変動額合計   (千円) △196,113 2,243,724

平成19年３月31日残高     (千円) 864,163 13,531,353

(注)　平成18年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。
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当事業年度(自　平成19年４月１日　至　平成20年１月31日)

　

　

株主資本

資本金

資本剰余金

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計

平成19年３月31日残高     (千円) 4,017,720 4,015,848 71 4,015,920

事業年度中の変動額 　 　 　 　

　新株の発行 9,030 8,992 　 8,992

　剰余金の配当 　 　 　 　

　別途積立金の積立 　 　 　 　

　当期純損失(△) 　 　 　 　

　自己株式の取得 　 　 　 　

　自己株式の処分 　 　 90 90

　株主資本以外の項目の 

　事業年度中の変動額(純額)
　 　 　 　

事業年度中の変動額合計   (千円) 9,030 8,992 90 9,082

平成20年１月31日残高     (千円) 4,026,750 4,024,840 162 4,025,002

　

　

株主資本

利益剰余金

自己株式 株主資本合計

利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計
別途積立金

繰越利益

剰余金

平成19年３月31日残高     (千円) 302,866 2,600,000 1,764,372 4,667,238 △33,689 12,667,189

事業年度中の変動額 　 　 　 　 　 　

　新株の発行 　 　 　 　 　 18,022

　剰余金の配当 　 　 △173,029 △173,029 　 △173,029

　別途積立金の積立 　 700,000 △700,000 ─ 　 ─

　当期純損失(△) 　 　 △840,763 △840,763 　 △840,763

　自己株式の取得 　 　 　 　 △4,284 △4,284

　自己株式の処分 　 　 　 　 852 942

　株主資本以外の項目の 

　事業年度中の変動額(純額)
　 　 　 　 　 　

事業年度中の変動額合計   (千円) 　 700,000 △1,713,793 △1,013,793 △3,432 △999,113

平成20年１月31日残高     (千円) 302,866 3,300,000 50,579 3,653,445 △37,122 11,668,076
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評価・換算差額

等

純資産合計その他

有価証券

評価差額金

平成19年３月31日残高     (千円) 864,163 13,531,353

事業年度中の変動額 　 　

　新株の発行 　 18,022

　剰余金の配当 　 △173,029

　別途積立金の積立 　 ─

　当期純損失(△) 　 △840,763

　自己株式の取得 　 △4,284

　自己株式の処分 　 942

　株主資本以外の項目の 

　事業年度中の変動額(純額)
△572,366 △572,366

事業年度中の変動額合計   (千円) △572,366 △1,571,479

平成20年１月31日残高     (千円) 291,796 11,959,873
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６．その他

　役員の異動

（1）代表取締役の異動

　 該当事項はありません。

　

（2）その他の役員の異動（平成20年４月24日付予定）

　 ①　新任取締役候補者

取締役執行役員 高橋康夫 （現 執行役員）

　

　 ②　新任執行役員候補者

執行役員商空間事業部長 朝田賢治 （現 商空間事業部長）

　 　 　

執行役員ＩＭＣ事業部長 小林　統 （現 ＩＭＣ事業部長）

　 　 　

執行役員クリエイティブコア・ＩＤＳ
センター長兼クリエイティブデザイン
部長

洪　恒夫
（現 クリエイティブコア・ＩＤＳセン
ター長兼クリエイティブデザイン部長）

　

　 ③　退任予定執行役員

執行役員社長室長 石井　款 　
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